
 ヒノキ科
か

 アスナロ属
ぞく

 （常 緑
じょうりょく

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Thujopsis dolabrata 英名
えいめい

：(Hiba Arbor-vitae) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

： 鱗 状
うろこじょう

の細
こま

かな葉
は

が連
つら

なる、表 面
ひょうめん

は濃 緑
のうりょく

色
しょく

で厚
あつ

くつやがあり先
さき

はとがる 

   裏
うら

に米粒
こめつぶ

のような白
しろ

い模様
もよう

（気孔
きこう

線
せん

）がある 《武者
むしゃ

絵
え

のまゆ毛
げ

、牛
うし

の角
つの

》 

・幹
みき

：皮
かわ

は赤
せき

褐 色
かっしょく

、縦
たて

に長
なが

く裂
さ

ける 

・厚
あつ

い葉
は

のヒノキ→厚
あつ

葉
は

檜
ひ

→アツハヒノキ→アスハヒノキ（方言
ほうげん

名
めい

） 

・和名
わめい

のヒノキアスナロは植物学者
しょくぶつがくしゃ

の牧野
まきの

富太郎
とみたろう

が命名
めいめい

 

・自生
じせい

北限
ほくげん

（江差町
えさしちょう

 椴
とど

川
がわ

）：天然
てんねん

記念物
きねんぶつ

 

ヒノキアスナロ（ヒバ） 

おもて う ら 

うろこ状 

米粒のような 

白い模様 

見分けるポイント 


